
マッチレポート 
大会名 学校総合体育大会 準決勝 第 1 試合 さいたま土合ｖｓ富士見勝瀬 
日時 7 月２８日（金） ９：３０～ 

文責：埼玉県中体連サッカー専門部技術部長 さいたま市立大谷口中学校 小松 工 
スリッピーなピッチに，両チーム悩まされ，どちらも一度ずつチャンス訪れたがものにし

たのは勝瀬中。10 分 13 番のインターセプトからのシュートが決まり先制，主導権を握

る。対する土合中は 10 番の飛びだしと，サイドからチャンスを作るが，決められない。

28 分 CK のセカンドボールを 7 番が技ありのシュートを決め同点として後半を迎える。 
勝瀬中は前半同様 3 ラインをコンパクトにし，土合中の個に対応。徐々に流れを引き戻

す。43 分勝瀬中の 11 番が PA 内でフリーでボールを受けるが，決めきれず。直後、サイ

ドチェンジから土合中 10 番が DF の背後へ飛び出し、豪快に蹴り込み、逆転。勝瀬中は

7 番の個人技や 17 番が前線に絡みチャンスをつくるが最後で土合中の DF が自由にやら

せない。同点に追いつきたい勝瀬中は，3 番を前線に上げパワープレーでゴールに迫るが

土合中 10 番の突破から 20 番が GK を冷静にかわしリードを広げ試合終了。土合中が 2
年連続の関東大会の出場のキップを手にした。敗れはしたが，勝瀬中の組織的な闘い方は

見るべきものがあった。最後まで戦い抜いた両チームの健闘を讃えたい。 
 

 
 

マッチレポート 
大会名 学校総合体育大会 準決勝 第２試合 さいたま尾間木ｖｓ坂戸若宮 
日時 7 月２８日（金） １１：１５～ 

文責：埼玉県中体連サッカー専門部技術部長 さいたま市立大谷口中学校 小松 工 
ボールを保持し，積極的に攻める尾間木中に対し，ゴール前に人数をかけ、守る若宮中。

FK を尾間木中 10 番が直接決め，序盤から優位に立つ。16分，尾間木中 11番のドリブル

突破が GK のファールを誘い，10 番が冷静に PK を決める。さらに，左からのサイドチェ

ンジを 3 番が受けクロス，8 番が合わせてリードをさらに広げる。若宮中は 8 番，10 番

の個人技でしかけるが尾間木中 DF 陣が突破をさせない。逆に 30 分，尾間木中は若宮中

の一瞬の隙をつき，10 番がミドルシュートを決め，前半でハットトリックを達成させる。 

少しづつ，プレーのテンポが落ちる尾間木に対し，若宮はブロックの間に顔を出した

り，10 番，13番を前線に上げて少しづつリズムをつくり出す。両チームメンバーチェ

ンジを試みるが，どちらも決定的なチャンスを作れず試合は終盤へ。両チーム，前線へ

ボールが配給されるが，ゴール前の精度を欠き，ゴールを割れず，試合終了。尾間木中

が 2 年振りの関東大会出場を決めた。最後まで闘い抜いた両チームの健闘を讃えたい。 

 
 


